










（0≦，<芸}ここで,s=sine+cosO とおくと

s2=1+2sinecosO

sinOcosO=sz-l
2

また， 11』）（畷｡≦'<工なの℃S=､/Zsin

1≦S<､/五である。よって，旦に代入して
A

昌一枢｡{ﾄ割=嶋書）

f=1'≦s<､/z)この関数を9(s)=､/面 とする。

州-芋-乎亀§となる“増減表は以下①
通りである。
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よって'9(s)の最小値はS=､/五のときに

glf)=3-2=｣である。

よって,長≧'である。

よって,B≧Aである。
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5．まとめと今後の課題

これまで解答の多様性に着目した教材を開発して

きたが，空間図形の教材ばかりであった。本稿では，

不等式の証明の題材で，新しく多様な解答を含んだ

教材を開発することができた。

開発した教材には，3つの本質的なアイディアの

異なった解答が内在されていること，それぞれの解

答が同様なレベルで考察が必要である解答同士であ

ることが満たされており，多様な解答を議論する授

業を実践するに十分な教材であり，その開発が本稿

の成果であると考える。

しかし，今回の教材研究を経て，考えることは，

そもそも「解答が異なるとはどういうことか？」で

ある。ただ多様に解答を内在している教材では，授

業の実践を考えた場合まだ適切な教材とは言えない。

例えば，解答が多様に存在するといったところで，

それぞれの解答が，「途中計算だけ異なる」であっ

たり，「途中からは一緒である」であったり，「表記

だけが異なっている」であったりした場合，それら

は生徒の議論の中では，議論の対象にならない。む

しろ，生徒の議論の中では，同じ解答とみなされる

であろう。

多様な解答を議論する授業を想定した場合に，必

要とされる教材の条件として，教材に内在する解答

の多様性には，それぞれに「本質的なアイディアの

違い」があることが重要である。そのため，十分に

教材研究をし，解答の多様性が本当に多様かどうか

検討することが求められる。

さらに，内在する解答同士が，1つの解答だけ簡

単でありすぎたり，難しすぎたりしても，解答同士

の議論がベストアンサーを決めるのに，十分な議論

にならない。答えが決まってしまうからである。ど

れも同等に考察が必要であるような解答同士が望ま

しいであろう。

今後の課題として，授業実践がまだであるので，

まずは今回の教材をもとに実際に授業し，生徒たち

の解答についての価値観を整理することが一番の課

題である。生徒がこの教材に対して「どのような価

値観を持っているのか」について明らかにし，生徒

たちが数学を実際に体験し活発に議論してくれるこ

とを期待したい。
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